
Ⅱ-30稿 7断 喬 に お け る ノ〈ムr″ゴρ 渦 の 挙 生

′渦?挙生にとも頷う尿り各
んれに■かれ欠牛0林の省4たi`′曰刻始領んれの■勿ダたろん象ルー般にあ′あ″獨ろ|ボ

生じ'■いるとラう枕念iラ2角争され2い る。う こ のフえノ移しが稿イψイ0に どのようj渇ち箸を=丼え

獨 の矛笙¢′ `勉 棒の上Tの 後 J

あるから4姓々 のんたの々 妙ぜ`′医

認されzいるOt′澤F= ←́/θ″
のイ」コイある。 (/り九 マ

｀
菫ネ J,喫1イぶ

11%ι何4かの流|コ」F→θF
'」れば; ず 行わち一埓巧|`う均の出

が上うと大き 丁ん さのラ励2笙 がる

可あと′性があるとスうtと ブあ亀
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九基`t,こに鳩力υしたノ′ んば物外のオが

,3(・夕り、ヽたノし 2も 大き'」;aを発←生フる/盈

困′τう。ん のJ肇ユ 1されれデんに早くτつ

ン"脅向に生が`7`れれのりえ筵ち磁孝ιt7てうの

デある。

る7畳́ の2″「rプの物11_1`1イなフ生 5ル″ん′

せたSと″iノれる翅拠イ」ユtJ, ラた11> 2́レイ″1`びり

プ′一っaカイ漆ザ|」ぞ′ll た́ザある。 物

グの名恣(夕ら'を ノザ与られば

S― πノ/4=物 ≠ (″
えれ1多血匂にごかれィ平微 ゼ|]ノが後の

場を, 円た ザ,]五後がそれ空与乞る。 Sの

種b′ンク体の■′■ょう■7少婆'」る`、 一般

|チえЙのイ切かりえ?r ι冬のあググえイ̀11ナ

の物しっいマ´たと′′ノ′ うえ4千レ イタ¢1`

たきく,″ιブイたるたのたさく了う″多灰●イク″
)」!卜さ く τ ソ′  s=α /～ σ2継 歿 ゼ

'均
う。

2 曰 刻2れ とんオ・ろカイ秘たヒの間oこ
ケクあ のイたん|`れれのみしれヵミある∠′ク0グのァ覺」労イなり(1びす?乞 る。 火ルあ″ ほ〃諭"″ んカ

/みた をラ閉多|の /1 Z算か りを ヽ2′ 々 城 伍 zi〈 ェ 秋 ,3こ と毛示 ヽ■ ヽヽ あべ 硼 句 フ乞れ があ

る7たノ,″つグの才乙勁4賀りてメ̀,90′場3=ι i∂れぁり4る, S/アク″%′′久sとィ産ノカイなたC と
の向立しっい2,々ら多ん。 ` IヾPi‐Fl k鍋れ2い るり、 月雅ぜπ家した昨デ喀sのイ■の死わ|`

4カ4た友・九夕2「う2えれ2、ヽ 3。

夕狗%ほ ′ Sと C ∠ の渕二 ■よリー及之 ″3こ とを/2,7後 のも合 1二,円 なのときよ

り0こ r,大きく,S`す よにτ3こ とし,司イ柔I私 力 と菱"ク のz4屁 ι2み ス.嚢 イ直ク知

|生ヽ頃L″ 卑`る ためI`′ 千 1コのようu曰 た のモデ|ンを/●  円 な の背後にある,局が考祠"

にエタ1`2勿フろYイたたし■新し力4なりたを坪出)・泳
1く。′ろ呆7」

・
リセ協ιせぼ:嗜 向のに平ラタι7.C i3′

C=Q.十 姜  ‐
0

■0%“ 2%τ 3潟力の種↓力|フの毛デ,レザイ斗島

来るが, ぅうのィizび l・l有の中にから/タノのヒキ́

場カイ′,そ兵Lゼ
.多

8夕′ 硼 ぴくZどのz冬らag者をを及の

種ボ僣ら作る。

核 ら1`火Ъr″2″ のラ昴イが生ι7〔∠t7fιき1多と う曰刻の

マイ早 ザ冬る。

乙
↓ Q

′='ふ ωオ

ラ′tノれ"子イil`ヱかれγ71与女ニゼ:
ば力t`上場ιの円花a場ハ乞ζ4紅し
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3.琢勿漱鮨ゼの場燿ハび
.絶

力燿め

噸リィらの′〕免rざ っπ生 デる嘲に効フえ膠|%し くヽ̀〕■1′lし ラlの カザ″bイオぶ″負笏 Z多 妥1さ 才tる

ょう'J潟
合 仏物 のふ オ死 レイヽ 入″るべき,λのその力 喀吟味 セツ黎 y″ る。 2筵 カイうし

多か 力 y″ げれ る場噺“た先 (鴻 力 ・π 力 ・毛 ´メン ト)は たヤ クOτ たれぁヤザ,′つ/1/1`ヽ笏

DLしπヽ`ろうのyし ■ ″々ろ:二彰ιガ|される4ユづある。

就:fこず吉嘉鬼宏!ガ危ζ!負:′
と
あlitl

曰タレク̀ 力 t与 22｀13考 ザぁるが,マ ′家の1

傷″■れγ覺01`=あ '41η7カ位ぞあるこ乙吉
rラ■花 し,ェlナれ高年うtt 。`        1

%/%は ′者向%"及 ウ″13拗 ライ花力の大

か のイ均何ZI月べるアあ1'′来オ均 /θ の% の

め''5′k胎 づ,今 家のストレインメ´′氏硼

の″=ザ 効的'」
アの2勿 セ列|た12み たot

′a必|ラ斗味ぁ3マ核じ梁ダイられ`

多ジ 0ど=島_               二 め`鼻 、̀直後/"の 月な■州た‖だ色・とツトt

:れなi]:,;lili:jを1サ′i::η嵩
力
島難テξ:′場】[:荒″『霧:・り_」く

乙=ク白ル    さ ″。そけたⅢ 〃■靴匈力3あカィヵ
ヵのた効′̀た・ヽ デ1司サ1ル11`ケ丁ヽ`。

力在%Чズ態イの混イ%列力Z〃タハるみ̀十～13イtλ琢

ろ1ク10後■L曖争の(わ¢a)ィァノカイ″lイ支L4tイと′Dブる

ハ´二お型=ミ ■_ヱ ■9重 =～ 一
 ど ]考

毯ホt`ムソ′%メ 1`求のよう,,タイルろめが

ι213れ乱
`… 年 一 ダ

  垂 井 α ホ 霧 ギ う多 プ 農

ヒ

ぷ ζ
島

イな彰脅フ′後たフう=_4笏甍た五112_カルマンの獨引■こ多う竺ご̀マ
ブいスペ′だ″ち持?。

4ォダな″″クリ稚笏″7ぞ依物″ればi Zに 辺レヽ 1`調汲ソ(aラ[2レく後'た・生じ̀そ
うう

濤 、ヽ リイ ン"ズの″♭t t t lじ7行 `プ選在い宅フとォ フ ら ιき,グ 烙ゴ ムイ 厖1夏しrヱ室′フ 多iザ ノボ ン

の力み,ォIJそ́ づaJ「″み多″けたっイ象つつt 後 れ格多″の移偽``′|=け滉ιめ2た にた″|ブるZ云 う

ゾνながある。 Z稀 ぞ均準に反しくフ̀Iη旅えtイに 'ヽ′ 将配翅しとソボンφみズ移怖 (πれ角)`L
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との閾ネルィ出し2えう̀ ,C =ぁ アイγノ
2凡 のヵ竹が考4でにる。(〃=教ら,

ブ ケわ ち′ そ鴛%孝 デ )λ″よつ 7核 れ 移 勿 z′L琢 と ′ヽ %喘 らほπ zじめ zりに``に移|し,π 勿 た

杉ιレヒク|のメηイな■τる。現ιが?く ′ょつ・る多″惨し /多千),ん脅2つZ嗽 7ぅ′
名ヽ 駐́矛たP癸)ヨ重"3,7象の及げフィ■澤tと 予イあの

婢消エネルギー Zのあ冷 ザ危 〕る● ■ のみ刻ヵ とそ

つあの7諄多力とぁイう用のもブレl`よつ■曖イい , 昇 しかレ

インの硼珈|う'Jヵ`=0′ フる ιき`/´´ %イ '′η″る

とィ魔たι′ι黎`ゼ |」′ 薇/%4す デ後矛nι lラι・ぅ

み′ ′。鳥 千匂 る。

イ ′″たウのアtれにス:ナる場力″効からえ′各効

の4ォの千たしじがるア九l笠偵■宅口ヽ  そ れが'クグFたば可力しっぃマ″々のイλtt Z卑入
ι7,留宅う。,'」取撼いぅ力倉夕すlマみた̀ iチ里諭夕,v参雀めに留嫉夕う・確認|`され■ヽ ばヽヽ 。`
■1`'れマ協家ψ「伽ル率素■いぅ孝みЮン々ぁをもぅaザ'ぁ3。

Z)た 常 ・えル″メ々 渦 ろ」の生 じ
｀
機Ⅲ 防初 ザぁること,た 常 笞獨 ろ1のケ 笙する|¬び,予 為

`イ陶Dがえ れに付 1■ ブこき'」
澤争タセニ 乞う`T序 あ る。ちな二つマψ々 砲フの丁たザた きじ渦 メカ承

斃 い。、 出 永2も ,卜さ'」
場 の喫ハ ``YZ¨ 承ろも、 又 けた鍼 ろ・え れセタリフハが よく専 る。

z)%で 確欠.θ毛―メ ント株イ(ば カネ る段 ソホ `い のがた い。 場 ″4れ気がた さい とスう

二′t`″切〕わりに大き'」
像啄があうこι42な し,フ“笏ク生じ'7`と"ヽた 'ヽJ湯セ孝

りさせ;危 漆がある。

カルマンの規■/考2ア %/んχ7んηグ ザ
′
ゃ場 の後ソ移場の/1■友lざ秋グょぅに二多術でれるっ

3)豫 ιのよ」争|`磁界口こ以内ザ|ご′予名のイロ脅ηネ笏夜■汎夕、せτ、ヽ。
イ)え」″′J晰彰勿を考絶ぐころ,2のフ〃夕|か,4多ろにえれ出ら弱のイ千qz晨 ヴぅ。捩れる場
勁旅陥ぼ″frκ ィぅ|フろ∠スぅ2城 の孝安tびィンを″タラたれのイわからで丁ゾれ,デ

.そ
鯵デ

き 年 ヽ`
ψ

ζ,後 うしえ れヽる,場のフ名列
/に よっ■予矛らのスに猾鷹ιぼ
千かる

参Zえ敲

&あ β ,″ ご′彦 形

z夕/3

."力 tぁ げ多で予為クリにあ

る絢/Fa t百レ あヽ るときの

″これの反筵

サ
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